
① 小型ドローン

令和６年度維持管理エキスパート研修会（新技術コース）       

１　現地研修

現在、定期点検において、業務の効率化(省力化)、質の確保・向上、費用縮減を図るため、新技術等の活用が積極的に取り組まれ
ている。現地研修では、「国土交通省 点検支援技術カタログ」に掲載されている、橋梁の調査における新技術活用デモ（４技
術）を体験。（※画像計測技術：3技術，非破壊検査技術：1技術）

◆　360度周囲を認識する機能を有したドローンにより、自動及び手動で　
　　損傷の状態を記録する。
　

　

◆　橋梁などのコンクリート構造物のひびわれをAIで自動検出し、ひび
　　われ点検業務を効率化し点検業務の業務時間を短縮。
　

　

現地研修（新技術）内容

◆　Ｊシステムは、赤外線カメラを用いて、効率的かつ的確にコンクリー
　　トの損傷を抽出するシステム。変状部に生じる微細な温度差を検出
　　し、浮きや剥離を高精度かつ定量的に抽出する。
　

◆　橋桁の下面や支承部など近接目視が困難な箇所に対して、ポールユ
　　ニットを用いて視準可能な高さに据付けた専用カメラとカメラを操作
　　するタブレットPCを使って、点検、測定、映像記録採取を行う点検
　　システム。
　

② ひびみっけ

③ 橋梁点検ロボットカメラ

④ Ｊシステム

■映像上にクラックス
ケールが表示され、ひ
び割れ幅を測定。

■光学倍率により、ひび割れをよく見ることが可能。桁内の撮影例橋梁下の画像計測例


